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関
西
学
院
交
響
楽
団
の
定
期
演

奏
会
が
２
月
８
日
、
神
戸
国
際
会

館
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
中

央
区
）
で
行
わ
れ
た
。
世
界
的
指

揮
者
の
佐
渡
裕
さ
ん
（
58
）
を
迎

え
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響

曲
第
５
番
や
本
学
Ｏ
Ｂ
の
作
曲
家

㊤チャイコフスキー交響曲第５番の演奏を終え、礼をする佐渡裕
さん（中央）と関西学院交響楽団の団員
㊨本学OB大澤壽人さん作曲の「路地よりの断章」の解説をする
佐渡裕さん（右）
=いずれも２月８日午後、神戸市中央区の神戸国際会館こくさい
ホール

　

友
人
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
旅
行

し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を

見
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
近

頃
、
観
光
地
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
ら
し
く
、
旅
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
大
き
く
特
集
さ
れ

て
い
た
の
を
見
て
決
め
た

初

日
に
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
に
近

い
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
の
ナ
イ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
訪
れ
た
時
の
こ

と
。
現
地
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
両
替
し

よ
う
と
し
た
ら
、
友
人
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
出
て
こ
な
く

な
っ
た
。
時
間
が
経
過
し
て
も

「
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

の
文
字
が
虚
し
く
表
示
さ
れ
た

ま
ま
、
カ
ー
ド
は
一
向
に
出
て

こ
な
い
。
そ
の
場
で
日
本
の

カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
、
カ
ー

ド
を
止
め
て
も
ら
っ
た
が
、
想

定
外
の
出
来
事
に
海
外
と
日
本

の
違
い
を
思
い
知
る
こ
と
と

な
っ
た

パ
リ
で
ス
ト
ラ
イ
キ

に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
た
。
そ
の
日
は
特
に

大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
一

日
中
パ
リ
の
交
通
網
は
機
能
し

な
か
っ
た
。
分
か
っ
た
の
は
、

日
本
の
安
全
さ
と
潔
癖
さ
だ
。

時
間
を
厳
守
し
、
出
来
事
か
ら

生
じ
る
影
響
と
人
へ
の
配
慮
。

日
本
を
出
て
初
め
て
、
日
本
の

良
さ
を
実
感
し
た

日
本
を
知

る
こ
と
は
外
国
を
知
る
こ
と
で

も
あ
る
。
有
名
な
世
界
遺
産
を

訪
れ
る
の
も
い
い
。
そ
れ
以
上

に
そ
の
国
に
住
む
人
の
暮
ら
し

に
触
れ
る
の
は
よ
り
そ
の
国
の

文
化
を
知
る
こ
と
に
繫
が
る
。

料
理
や
街
並
み
、
街
の
ス
ー

パ
ー
の
よ
う
な
生
活
の
中
に
根

付
い
て
い
る
も
の
に
こ
そ
価
値

が
あ
る
と
感
じ
た
。

大
澤
壽ひ

さ

人と

さ
ん
の
交
響
組
曲
「
路

地
よ
り
の
断
章
」
な
ど
を
演
奏
し

た
。
会
場
に
は
満
員
の
２
千
人
を

超
え
る
観
客
が
集
ま
っ
た
。

　

同
演
奏
会
は
、
神
戸
市
出
身
の

大
澤
さ
ん
の
曲
を
演
奏
す
る
な
ど

本
学
交
響
楽
団
と
阪
神
間
の
繋
が

り
を
意
識
。
選
曲
に
つ
い
て
佐
渡

さ
ん
は
「（「
路
地
よ
り
の
断
章
」

は
）
難
し
い
曲
だ
っ
た
。
関
学
の

卒
業
生
に
当
時
の
音
楽
の
最
先
端

を
切
り
開
い
て
い
っ
た
人
が
い
た

こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
」と
話
す
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
曲
に
は
宝
塚
歌
劇

団
の
歌
と
し
て
知
ら
れ
る
「
す
み

れ
の
花
咲
く
頃
」
を
選
ん
だ
。
佐

渡
さ
ん
も
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演

奏
で
参
加
し
た
。
観
客
の
手
拍
子

も
加
わ
り
、
一
体
感
の
中
で
演
奏

会
は
終
幕
し
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
は
33
年
前
に
佐

渡
さ
ん
が
同
部
で
指
揮
を
し
た
時

の
約
束
が
実
現
し
た
も
の
。
同
部

と
の
５
回
の
練
習
で
は
「
怖
が
ら

ず
に
演
奏
し
、
努
力
を
重
ね
る
こ

と
」、
本
番
前
に
は
「
い
い
演
奏

を
し
よ
う
と
い
う
よ
り
、
楽
し
む

こ
と
」
を
伝
え
た
。

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
25
周
年

メ
モ
リ
ア
ル
」
を
副
題
に
、
ホ
ー

ル
の
ロ
ビ
ー
に
は
震
災
当
時
の
本

学
の
状
況
を
伝
え
る
写
真
の
展
示

も
行
わ
れ
た
。
同
部
演
奏
会
運
営

チ
ー
フ
の
塚
本
彩
乃
さ
ん
（
教
・

３
）
は
「
団
員
と
観
客
の
両
方
に

と
っ
て
震
災
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に

な
る
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が

で
き
た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

（
難
波
千
聖
、
松
岡
樹
）

関
西
学
院
交
響
楽
団
　
定
期
演
奏
会

世
界
的
指
導
者
　
佐
渡
裕
さ
ん
招
く

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

関西学院　院長
舟木　讓

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。131年目を迎えた関西学院の一員としてそ
の歴史を共に紡いでいただけることを大変うれしく思います。大学生時代は、人生の中で最も
自由で主体的に歩める貴重な時間です。与えられた課題を無難に「こなす」のではなく、この
世界と社会に存在する様々な課題に自ら気づき、その解決に必要な答えを導き出すために、失
敗を恐れず、できる限りのチャレンジを試みて下さい。
　多様な人々と多様な世界に出会う中で、多くの課題に対して様々な角度から、より深く、丁
寧に取り組む複眼的な視野を獲得していただき、無限の可能性を秘めた皆さんの未来に向かっ
て、自信をもって船出するためのよき準備の時を過ごされるよう、心よりお祈りいたします。

関西学院大学 大学図書館長
田和　正孝

　ご入学おめでとうございます。今や、私たちはパソコンやスマートフォンを利用して、どこ
にいても、いかなる時間でも多くの文献情報を集められるようになりました。図書館はヴァー
チャル化する時代になったのでしょうか？いえ、そうではありません。本学の図書館は、合計
約200万冊の書物と多くの電子資料、映像資料を提供できる場所として、いずれのキャンパス
においても「本丸」にしっかりと位置しています。図書館が有する意味と役割を、入学した今
の時期にこそ考えていただきたいと強く願います。４年間で何冊の文献を渉猟できるか目標を
立てるもよし、広い開架書庫をくまなく歩き、たくさんの背文字にふれるもよし、閲覧室にて
窓越しに新緑や紅葉を眺めながら読書と学びに励むもよし、です。皆さんと図書館との豊かな
関係を是非とも構築してください。よきキャンパスライフを送られますよう。

関西学院大学　学長
村田　治

　新入生の皆さん、関西学院大学へのご入学おめでとうございます。教職員、在学生を代表し
て心から歓迎いたします。
　AIの発達、新卒一括採用の見直しなど、皆さんが社会に出て行くときには、雇用環境が今
とは一変しています。これまでとは違い、個々人の価値観や個性が求められるようになります。

「何のための人生なのか」「人生の目的は何なのか」といった根源的な問いへの答えを大学時代
の４年間で見出してほしいと思います。その上で、大学時代に自分の能力を鍛えていって欲し
いと思います。難しいことではありません。勉学でも部活でもボランティアでもかまいません。
何かに徹底的に打ち込むことが重要です。その際に大切なことは、同時に複数のことに打ち込
むことです。実は、複数のことに同時に挑戦するときにしかアイデアや創造性は生じません。
大学時代に複数のことに徹底的に打ち込むことが、自分自身を鍛え自分の個性や価値観を養う
唯一の方法であると考えます。
　どうか、自分自身にチャレンジし自己を鍛え、世界に羽ばたいて世界人類の幸福に貢献する
という「高い志」を持ってほしいと心から願います。

アンケートに答えて
抽選で５名様に

商品券3,000円分を
プレゼント！

詳しくは３面へ

福祉と防災  連携を模索
　内閣府の青柳一郎政策統
括官が障害者と防災の課題
を語った。厚生労働省との
連携も視野に。

３面

学内贅沢ランチ情報
４面

アメフト 鳥内監督引退
　関学を２年
連続大学日本一
に導いた鳥内
監 督 が 引 退。
新監督に大村
和輝氏が就任。

６面

プロ野球 卒業生が活躍

　阪神タイガースの近本光
司が新人記録を更新し、学
長賞受賞。千葉ロッテの荻
野貴司がゴールデングラブ
賞受賞してインタビューに
応じた。

７面
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70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
応
援

団
総
部
で
女
性
初
の
団
長
を
務
め

た
岸
本
ゆ
ず
か
さ
ん
（
理
・
４
）

が
１
月
24
日
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
女
子
学
生
応
援

イ
ベ
ン
ト
「
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！

女
子
学
生
」
に
て
、
最
後
の
演
舞

を
披
露
し
た
。

　

岸
本
さ
ん
は
団
長
就
任
後
、
こ

れ
ま
で
の
男
性
団
長
の
「
背
中
で

語
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は

違
っ
た
、
女
性
団
長
と
し
て
あ
る

　

学
生
と
社
会
人
の
実
力
差
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
選
手
権
（
ラ

イ
ス
ボ
ウ
ル
）
に
つ
い
て
、
体
育

会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
１
月
22
日
付
け
で
大
会
の
あ
り

方
の
見
直
し
を
求
め
る
要
望
書
を

関
西
学
生
連
盟
（
神
戸
市
灘
区
）

に
提
出
し
た
。
同
日
行
わ
れ
た
会

見
で
同
部
の
小
野
宏
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル
で
は
、
学
生
側

が
11
連
敗
し
て
お
り
、
大
会
の
開

催
意
義
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ

る
。
１
月
３
日
に
開
催
し
た
今
年

の
大
会
で
も
、
同
部
は
24
点
差
で

社
会
人
代
表
の
富
士
通
に
大
敗
。

体
格
差
の
あ
る
社
会
人
選
手
ら
と

の
接
触
で
、
同
部
の
選
手
ら
は
負

傷
退
場
し
て
お
り
、
安
全
性
に
も

懸
念
の
声
も
あ
る
。
新
監
督

の
大
村
和
輝
氏
（
48
）
も
同

日
の
記
者
会
見
で
「
実
力
差

が
あ
り
す
ぎ
る
」
と
発
言
し

て
い
る
。

　

要
望
書
で
は
同
大
会
に
安

全
性
や
平
等
性
の
課
題
が
あ

る
と
し
、
学
生
代
表
と
社
会

人
代
表
が
対
戦
す
る
今
の
あ

り
方
に
改
善
を
求
め
る
一

方
、
具
体
的
な
改
善
策
は
提

言
し
て
い
な
い
。
小
野
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
「（
改
善
策
は
）
学

生
連
盟
や
日
本
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
に
判
断
し
て
ほ
し

い
」
と
し
た
。

　

要
望
書
と
い
う
形
式
を
選
ん
だ

こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
部
が
以
前

か
ら
公
式
に
懸
念
を
表
明
し
て
い

た
こ
と
に
触
れ
「（
主
催
者
の
）

　

学
生
連
盟
本
部
本
部
長
選
挙
が

１
月
27
日
、
本
学
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
松
岡
樹
さ

ん
（
法
・
２
）
＝
新
聞
総
部
＝
が

本
部
長
に
決
ま
っ
た
。

　

松
岡
本
部
長
は
昨
年
４
月
か
ら

同
本
部
に
参
加
。
所
信
表
明
で
は

「
１
年
間
本
部
員
と
し
て
活
動
し

た
経
験
を
生
か
し
て
、（
体
育
会

や
文
化
総
部
な
ど
の
）
傘
下
団
体

の
利
益
を
第
一
に
考
え
て
活
動
し

て
い
く
」
と
し
た
。

　

任
期
は
2
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

　

音
楽
礼
拝
イ
ベ
ン
ト
の
「
関
西

学
院
ク
リ
ス
マ
ス
」が
12
月
17
日
、

大
阪
市
北
区
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
本

学
で
の
礼
拝
を
再
現
し
た
パ
ー
ト

と
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
２

部
構
成
で
、
本
学
の
音
楽
団
体
や

併
設
校
の
生
徒
・
児
童
も
ス
テ
ー

ジ
に
参
加
し
た
。

　

第
１
部
は
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
の
中
央
講
堂
で
行
わ
れ
る
礼

拝
を
そ
の
ま
ま
再
現
。
初
等
部
６

年
生
の
児
童
に
よ
る
聖
書
の
朗
読
、

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
聖
歌
隊
ら
よ
る

讃
美
歌
の
合
唱
が
あ
っ
た
。
観
客

に
も
聖
書
の
一
部
と
讃
美
歌
の
楽

譜
が
配
布
さ
れ
、
来
場
者
全
員
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
礼
拝
を
行
っ
た
。

　

第
２
部
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
応
援

団
総
部
吹
奏
楽
部
や
混
声
合
唱
団

エ
ゴ
ラ
ド
な
ど
も
参
加
し
た
。
団

体
ご
と
の
演
奏
に
加
え
、
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
団
体
の
コ
ラ
ボ
ス

テ
ー
ジ
も
あ
り
、
会
場
は
温
か
い

拍
手
に
包
ま
れ
た
。	（
石
井
拓
也
）

　

関
西
学
院
大
学
学
生
連
盟
の
代

議
員
総
会
が
１
月
27
日
、
西
宮
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
大
学

祭
準
備
委
員
会
は
大
学
祭
総
部
に

改
名
し
た
。

　

改
名
は
組
織
改
革
の
一
環
。
昨

年
４
月
同
委
員
会
規
約
も
改
正
さ

れ
、
大
学
祭
開
催
の
た
め
の
要
件

が
変
わ
っ
た
。
例
年
４
月
に
行
わ

れ
る
署
名
活
動
は
な
く
な
る
。

　

同
総
部
は
２
月
１
日
に
始
動

し
、
初
代
総
部
長
に
は
石
原
嵩し
ゅ
う
ま馬

さ
ん
（
経
・
３
）
が
就
任
す
る
。

石
原
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
良
い
と

こ
ろ
は
引
き
継
い
で
、
見
直
す
べ

き
と
こ
ろ
は
見
直
し
て
よ
り
良
い

新
月
祭
を
目
指
す
」
と
し
た
。

　

新
た
に
総
部
を
称
す
る
課
外
活

動
団
体
が
で
き
る
の
は
総
部
放
送

局
が
１
９
６
１
年
に
発
足
し
て
以
来
、

59
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。（
難
波
千
聖
）

　

本
学
教
育
学
部
の
有
志
に
よ
る

西
宮
市
立
上
ケ
原
小
学
校
児
童
へ

の
登
校
時
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
し
て
、
児
童
に
よ
る
「
感
謝

の
会
」
が
１
月
10
日
、
同
小
の
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。
児
童
に
よ
る

手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と

歌
が
贈
ら
れ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
ら
は
児

童
と
手
を
繋
い
で
入
場
。
児
童
代

表
の
沢
地
玲
さ
ん
（
６
年
）
は
１

年
間
の
お
礼
を
述
べ
た
後
「
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
学
生
代

表
の
江
頭
翔
太
朗
さ
ん
（
教
・
３
）

は
「
活
動
を
通
し
て
元
気
を
も

ら
っ
た
の
は
自
分
た
ち
の
ほ
う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

述
べ
た
。	

（
難
波
千
聖
）

　

新
年
を
迎
え
た
１
月
４
日
、
阪

急
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
（
西
宮
市
）

の
本
館
１
階
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ガ
ー
デ
ン
で
「
新
春
書
き
初
め
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
あ
り
、
文
化

総
部
書
道
部
が
出
演
し
た
。
１
、

２
年
生
の
部
員
６
人
が
４
分
半
で

迫
力
あ
る
作
品
を
仕
上
げ
た
。

　

紙
の
大
き
さ
は
縦
２
・
５
メ
ー
ト
ル
、

KGニュース

べ
き
姿
を
模
索
。「
団
員
が
安
心

し
て
つ
い
て
来
れ
る
」
団
長
に
な

る
こ
と
を
決
意
し
て
か
ら
は
、
団

員
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

普
段
の
活
動
か
ら
努
力
を
重
ね

た
。
団
員
達
と
面
談
を
行
い
、
疑

問
点
や
不
安
点
な
ど
も
細
か
く
聞

い
た
。ま
た
、応
援
団
総
部
に
あ
っ

た
慣
習
の
意
味
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
意
味
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
残
っ
て
い
た
慣
習
を
な
く
し
、

応
援
団
総
部
に
と
っ
て
大
き
な
変

日
本
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
に
正
式
に
議
題
と
し
て
取
り

上
げ
て
も
ら
う
た
め
に
、
要
望
書

と
い
う
形
を
選
ん
だ
。
関
西
学
生

連
盟
の
方
か
ら
日
本
協
会
、
学
生

協
会
を
通
じ
て
検
討
し
て
ほ
し

い
」
と
し
た
。

　

記
者
会
見
で
は
要
望
書
は
公
開

さ
れ
ず
、
同
部
は
「
関
西
学

生
連
盟
か
ら
公
表
を
止
め
る

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
公

表
に
つ
い
て
は
関
西
学
生
連

盟
に
委
ね
る
」と
し
て
い
る
。

　

関
西
学
生
連
盟
の
担
当
者

は
「
公
表
を
止
め
る
よ
う
に

言
っ
て
い
る
の
は
事
実
。（
今

後
公
表
す
る
か
は
）
ま
だ
届

い
て
い
な
い
の
で
、
何
も
言

え
な
い
。
関
学
大
が
公
表
を

す
る
の
を
妨
げ
る
つ
も
り
は

な
い
」
と
し
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
「
月
に
一
度
の
理
事
会
で

議
論
を
し
、
日
本
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
報
告
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
報

告
は
４
月
６
日
の
記
者
会
見
で
す

る
」
と
し
た
。

	

（
松
岡
樹
）

横
３
・
５
メ
ー
ト
ル
。
中
心
に
太
筆
で	

「
迎
春
」
と
大
書
き
し
、
そ
の
左

側
に
は
小
林
一
茶
の
〈
世
の
中
を

／
ゆ
り
直
す
ら
ん
／
日
の
始
め
〉。

気
持
ち
に
区
切
り
を
つ
け
、
新
し

い
年
が
良
い
一
年
に
な
る
よ
う
に

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
。
観

客
は
１
階
だ
け
で
な
く
、
２
階
に

も
あ
ふ
れ
て
い
た
。

交
代
式
を
も
っ
て
、
岸
本
さ
ん
は

正
式
に
引
退
。
応
援
団
総
部
指
導

部
団
長
に
就
任
し
た
立
石
瞳と
う

真ま

さ

ん
（
人
福
・
３
）
へ
と
団
長
の
座

を
引
き
渡
し
た
。立
石
さ
ん
は「
岸

本
さ
ん
の
よ
う
に
、
伝
統
を
大
切

に
し
つ
つ
も
時
代
に
合
わ
せ
て
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
後
は
、
各
競
技
を
広
め
る
と
い

う
面
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
、
団
目
標
に
「
懸
」、
指
導
部

目
標
に
「
万
事
徹
底
」
を
掲
げ
た
。

（
難
波
千
聖
、
壷
山
千
種
、
石
井
拓
也
）

化
を
起
こ
し
た
。
ま
た
、
女
性
で

あ
る
こ
と
を
武
器
に
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
様
々
な
面
で
多
く
の
注
目
を

集
め
た
。

　

岸
本
さ
ん
は
４
年
間
を
振
り
返

り
「
団
長
と
し
て
大
人
数
を
引
っ

張
る
と
い
う
経
験
に
よ
っ
て
、
人

間
と
し
て
成
長
で
き
た
」
と
語
っ

た
。
学
生
た
ち
に
向
け
て
は
「
新

し
い
こ
と
に
踏
み
出
す
た
め
に
大

事
な
こ
と
は
、
志
を
持
つ
こ
と
。

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
発
見
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

　

１
月
28
日
の
応
援
団
総
部
幹
部

　

昨
年
か
ら
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
取
り
入
れ
、
活
動
の
場
を
広

げ
て
い
る
書
道
部
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
活

動
を
発
信
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
阪

急
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
か
ら
今
回
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
提
案
を
受
け

た
。
部
長
の
水
上
優
衣
さ
ん（
法
・

２
）
は
「
観
客
の
数
が
多
く
、
や

り
が
い
が
あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
こ
の

経
験
を
次
回
に
生
か
し
た
い
」
と

話
し
た
。	

（
壷
山
千
種
）

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ハ
ワ
イ
で
も

　

チ
ー
ム
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
巨

大
な
紙
に
書
道
を
す
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
昨
年
、
文
化
総

部
書
道
部
が
始
め
た
。
初
舞
台
は

３
月
に
米
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
ホ

ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。以
降
、

学
内
を
中
心
に
活
動
の
場
を
広
げ

て
い
る
。

　

「
高
校
で
は
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
て
い
て
、
大
学
で
も
や

女
性
団
長
　
最
後
の
エ
ー
ル
送
る

り
た
い
と
考
え
て
い
た
」
と
部
長

の
荒
木
美み

さ

と
咲
桃
さ
ん
（
国
・
３
）

＝
当
時
＝
。
２
０
１
８
年
11
月
に

旅
行
会
社
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
ホ
ノ
ル

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
提
案
を
受
け
、
初
舞
台

が
決
定
し
た
。

　

出
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
合
わ
せ
て
書
く
文
字
を
相

談
し
、
全
体
の
構
成
も
部
員
が

行
っ
て
い
る
。「
書
道
は
堅
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
う
が
、
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
じ
て
払
拭

で
き
れ
ば
」
と
荒
木
さ
ん
。
昨
年
の

新
月
祭
で
Ｋ
．Ｇ
．Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ,19

に
も
出
場
し
、
優
勝
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
始
め
て
１
年
の
成
果
が
出
て

嬉
し
い
」
と
話
し
た
。（難

波
千
聖
）

文化総部書道部は「迎春」と大書きし小林一茶の句を添えた
＝１月４日午前、西宮市の阪急西宮ガーデンズ

要望書の提出を明らかにした体育会アメリカンフットボール部の
小野宏ディレクター（右）＝１月22日、西宮上ケ原キャンパス

岸本ゆずかさん（左）は立石瞳真さんに団長を引き継いだ
＝１月28日夜、西宮上ケ原キャンパスの関西学院会館

安全性に懸念

次
期
本
部
長
に
松
岡
さ
ん

学
生
連
盟
本
部

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
の
会

大
学
祭
総
部
発
足

関
西
学
院
ク
リ
ス
マ
ス
開
催

ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル
実
力
差
に
疑
問

要
望
書
提
出

ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル
実
力
差
に
疑
問

要
望
書
提
出



2020年2月21日関 西 学 院 大 学 新 聞

2020年2月21日 関 西 学 院 大 学 新 聞

3

市
町
村
に
対
し
て
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
し
た
。

　

「
数
と
し
て
は
ゴ
ー
ル
に
近
づ

い
て
き
て
い
る
」
と
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
に

は
一
定
の
評
価
を
し
た
が
、

名
簿
を
活
用
し
て
、
誰
が
支

援
し
、
ど
こ
へ
避
難
す
る
か

を
決
め
て
お
く
個
別
計
画
の

作
成
に
は
課
題
が
多
い
。
全

て
の
名
簿
登
載
者
の
個
別
計

画
を
作
成
し
て
い
る
の
は
全

国
12
・
１
％
の
２
０
８
市
区

町
村
（
同
調
査
）
と
、
思
う

よ
う
に
作
成
は
進
ん
で
い
な

い
。
何
ら
か
の
形
で
法
律
へ

の
位
置
づ
け
を
検
討
中
だ
が
、

法
律
に
よ
る
個
別
計
画
作
成

の
義
務
付
け
は
現
状
困
難
で

あ
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て
財

政
面
や
人
材
面
な
ど
の
状
況

が
異
な
る
中
、
一
定
の
義
務

づ
け
を
行
う
こ
と
で
現
場
に

か
か
る
負
担
は
計
り
知
れ
な

い
。
個
別
計
画
作
成
の
大
部

分
は
各
自
治
体
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
国
レ
ベ
ル
で
支
援

の
体
制
を
整
え
、
現
場
を
支

援
し
て
い
く
方
法
を
模
索
中

だ
。

　

ま
た
、
防
災
部
局
と
福
祉

部
局
の
連
携
が
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に

が
高
ま
る
。
各
家
庭
で
は
、
春
節

ま
で
に
掃
除
を
済
ま
せ
、
１
年
間

の
不
運
を
外
へ
出
し
、
新
年
に
幸

せ
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
。
春
節

を
迎
え
る
と
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
、

騒
音
で
災
い
を
払
う
。
そ
し
て	

「
紅
包
（
ア
ン
パ
オ
）」
と
呼
ば
れ

る
少
額
の
お
札
が
入
っ
た
赤
色
の

袋
を
配
る
。
未
婚
者
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
紅
包
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

春
節
は
中
国
だ
け
で
な
く
、
全

世
界
の
華
人
に
と
っ
て
大
切
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
祝
い
方
が
発
展
し
て

い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
の
一
部
の
地
域
で
欠

か
せ
な
い
の
が
「
魚
生
（
イ
ー
サ

ン
）」
と
い
う
春
節
を
祝
う
料
理

だ
。
様
々
な
具
材
が
盛
ら
れ
た
一

KGニュース

　

赤
道
に
近
い
常
夏
の
国
、
マ

レ
ー
シ
ア
に
は
、
年
中
灼
熱
の
暑

さ
が
降
り
注
ぐ
。
気
温
の
暑
さ
に

対
し
て
、
室
内
は
冷
房
が
よ
く
効

い
て
お
り
、
室
外
と
室
内
の
温
度

差
が
激
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
留
学

も
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
た
が
、
今

も
衣
服
に
よ
る
温
度
調
整
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
が
“
あ
つ
い
”
の

は
気
温
だ
け
で
は
な
い
。
１
月
の

下
旬
に
行
わ
れ
た
春
節
の
お
祝
い

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
中
で
熱
く
盛
り

上
が
っ
た
。
中
国
の
旧
正
月
を
祝

う
春
節
は
、
華
人
系
マ
レ
ー
シ
ア

人
に
と
っ
て
１
年
の
中
で
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス

が
終
わ
る
と
、
即
座
に
縁
起
が
良

い
と
さ
れ
て
い
る
赤
色
の
飾
り
で

街
中
が
彩
ら
れ
、
お
祝
い
ム
ー
ド

春節のマレーシアが「あつい」

つ
の
皿
を
大
勢
で
囲

み
、
一
斉
に
お
箸
を

使
っ
て
高
い
と
こ
ろ

か
ら
落
と
す
様
に
混

ぜ
合
わ
せ
る
。
高
け

れ
ば
高
い
ほ
ど
、
幸

運
が
舞
い
込
む
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の

時
に
、
健
康
や
長
寿
、
家
内
安
全
、

商
売
繁
盛
を
願
い
、
今
年
の
抱
負

を
宣
言
す
る
。
具
材
は
そ
れ
ぞ
れ

に
意
味
を
持
ち
、
験
を
担
ぐ
料
理

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

多
民
族
が
共
存
す
る
マ
レ
ー
シ

ア
で
、
華
人
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
は

独
自
の
進
化
を
遂
げ
な
が
ら
、
盛

大
に
春
節
と
い
う
文
化
を
継
承
す

る
。
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
春
節
を

ぜ
ひ
体
感
し
て
ほ
し
い
。

（
川
本
暖
乃
）

始
。
６
月
３
日
、
厚
生
労
働
省
に

約
１
万
８
８
０
０
人
分
の
署
名
と

と
も
に
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
強
制
を

禁
止
す
る
よ
う
通
達
を
出
し
て
ほ

し
い
と
訴
え
る
要
望
書
を
提
出
。

性
別
に
関
係
な
く
、
働
き
や
す
い

靴
を
履
け
る
環
境
実
現
の
た
め
の

法
整
備
な
ど
も
求
め
た
。
そ
の

後
、
５
日
の
衆
院
厚
生
労
働
委
員

会
で
厚
生
労
働
大
臣
の
根
本
匠
氏

が
「（
女
性
の
）
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や

パ
ン
プ
ス
の
義
務
付
け
は
社
会
通

念
に
照
ら
し
て
業
務
上
必
要
な
範

囲
か
と
思
い
ま
す
」
と
自
ら
の
見

解
を
語
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
ハ

イ
ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス
が
果
た
し

て
「
本
当
に
業
務
上
に
必
要
な
も

の
な
の
か
」
が
世
間
で
は
議
論
に

な
っ
た
。
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
く
、
現
在
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
議
論

が
続
い
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
署
名
活
動
は
引
き
継
ぎ

行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約

３
万
人
以
上
の
賛
同
す
る
署
名
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　

社
会
人
に
な
る
と
、
特
に
女
性

に
対
し
て「
会
社
独
自
の
ル
ー
ル
」

ま
た
は
「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」
が
何

か
と
細
か
く
な
る
の
が
特
徴
だ
。

化
粧
を
し
な
い
の
も
ダ
メ
だ
が
濃

す
ぎ
る
の
も
ダ
メ
な
ど
、
会
社
に

よ
っ
て
細
か
い
規
定
が
あ
る
こ
と

こ
そ
が
問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス

だ
け
で
な
く
、
身
な
り
に
対
す
る

社
会
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
見
直

す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
な

ら
な
い
。
働
く
女
性
の
た
め
社
会

を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
な
が
ら
仕
事
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
ん
だ
ろ
う
」
︱
︱
。
こ
の
発
言

は
３
万
件
近
く
の
リ
ツ
イ
ー
ト
で

拡
散
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
足
や
背

中
の
痛
み
を
訴
え
る
な
ど
、
同
様

の
理
不
尽
さ
を
感
じ
る
女
性
た
ち

の
声
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
あ
ふ
れ
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
そ
の
声
に
押
さ

れ
る
よ
う
に
「
＃
Ｋ
ｕ
Ｔ
ｏ
ｏ
」

運
動
を
始
め
た
。
２
月
、
特
定
の

種
類
の
靴
を
着
用
す
る
こ
と
を
女

性
に
義
務
づ
け
て
い
る
企
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
よ
う
厚

生
労
働
省
に
求
め
る
た
め
の
署
名

活
動
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
開

　

昨
年
、
女
性
が
ハ
イ
ヒ
ー
ル
お

よ
び
パ
ン
プ
ス
の
着
用
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
異
を
唱
え
る
「
＃
Ｋ

ｕ
Ｔ
ｏ
ｏ
（
ク
ー
ト
ゥ
ー
）」
運

動
が
広
が
っ
た
。

　

「
＃
Ｋ
ｕ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
は
造
語
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
性
被
害
や
セ
ク
ハ
ラ

を
告
発
す
る
「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」

運
動
と「
靴（
く
つ
）」、「
苦
痛（
く

つ
う
）」
を
掛
け
合
わ
せ
「
＃
Ｋ

ｕ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
と
い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
が
誕
生
し
、
そ
の
後
「
＃
Ｋ
ｕ

Ｔ
ｏ
ｏ
」
運
動
が
起
こ
っ
た
。

　

発
端
は
昨
年
１
月
、
俳
優
の
石

川
優
実
さ
ん
（
32
）
の
ツ
イ
ー
ト

だ
っ
た
。
当
時
務
め
て
い
た
ア
ル

バ
イ
ト
先
で
パ
ン
プ
ス
着
用
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
つ
ぶ
や
い

た
。「
い
つ
か
女
性
が
仕
事
で
ヒ
ー

ル
や
パ
ン
プ
ス
を
履
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
い
う
風
習
を
な
く
し
た

い
」「
パ
ン
プ
ス
で
足
が
も
う
ダ

メ
」「
な
ん
で
足
怪
我
（
け
が
）

　

国
は
２
０
１
３
年
、
災
害
対
策

基
本
法
を
改
正
し
た
。
全
市
区
町

村
に
災
害
時
に
自
力
で
避
難
が
困

難
な
人
（
要
支
援
者
）
の
氏

名
や
住
所
、
電
話
番
号
を
載

せ
る
「
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
」
の
作
成
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
の

調
査
で
は
、
19
年
６
月
時
点

で
名
簿
は
全
国
98
・
９
％
の

１
７
２
０
市
区
町
村
で
作
成

済
み
。た
だ
、市
町
村
に
よ
っ

て
は
名
簿
へ
の
登
載
を
希
望

し
た
人
を
名
簿
に
載
せ
る
手

挙
げ
方
式
を
と
っ
て
お
り
、

全
て
の
要
支
援
者
が
名
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
青
柳
政
策
統
括
官

は
「
今
後
は
手
上
げ
方
式
で

は
な
く
、
登
載
者
に
漏
れ
が

な
い
よ
う
な
目
簿
の
作
成
を

「
＃
Ｋ
ｕ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
運
動

働
く
女
性
の
た
め
に

見
る
と
福
祉
部
局
と
防
災
部
局
の

連
携
は
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。

両
部
局
の
連
携
へ
の
第
一
歩
と
し

て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
照
ら
し
合
わ

せ
、
危
険
な
地
域
に
住
む
要
支
援

者
を
把
握
す
る
取
り
組
み
を
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
青
柳
政
策
統

括
官
は
「
こ
れ
ま
で
連
携
が
十
分

で
な
か
っ
た
自
治
体
に
お
い
て

も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
よ
う
な

具
体
的
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、

連
携
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
狙
い
。

次
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、

両
部
局
の
連
携
を
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
進
め
て
い
き
た
い
」と
し
た
。

　

加
え
て
、
厚
生
労
働
省
と
の
連

携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
厚
労

省
に
は
平
常
時
に
お
け
る
高
齢
者

や
障
害
者
に
対
す
る
取
り
組
み
や

支
援
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在

す
る
。
そ
れ
ら
と
防
災
を
効
率
的

に
円
滑
に
結
び
付
け
、
個
別
計
画

の
作
成
に
生
か
す
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。（

難
波
千
聖
、
松
岡
樹
）

◇

　

関
西
学
院
大
学
新
聞
総
部
の
部

員
だ
っ
た
伊
丹
聡
一
朗
さ
ん
を

失
っ
て
ま
も
な
く
半
年
と
な
る
。

生
前
、
災
害
時
に
障
害
の
あ
る
人

が
苦
境
に
置
か
れ
た
こ
と
を
気
に

か
け
、
防
災
へ
の
意
気
込
み
は
人

一
倍
強
か
っ
た
伊
丹
さ
ん
。
関
西

学
院
大
学
新
聞
は
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
災
害
時
に
障
害
者
を
取
り
残

さ
な
い
た
め
に
今
、
ど
の
よ
う
な

動
き
が
あ
る
の
か
追
い
か
け
る
。

（
こ
の
連
載
は
６
回
掲
載
し
ま
す
）

　

内
閣
府
で
防
災
行
政
の
実
務
を
担
う
青
柳
一
郎
政
策
統
括
官
（
57
）
が
２
月
３ 

日
、
関
西
学
院
大
学
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
は
障
害
者
の
死
亡
率
が
被
災
住
民
全
体
の
死
亡
率
の
約
２
倍
と
な
る
な
ど
、
障

害
者
を
災
害
時
に
ど
う
守
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
政
府
と
し
て
の
取

り
組
み
を
説
明
し
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

防災と福祉の連携を模索 ―
―
青
柳
政
策
統
括
官
に
聞
く
―
―

障
害
者
と
防
災
1

街中を華やかに彩るランタン

インタビューに応じ、「福祉部局との連携も進めて
いきたい」とした青柳一郎内閣府政策統括官
＝２月３日、東京都千代田区永田町の中央合同庁舎８号館

マレーシアを含む一部の地域で親しまれている春節料理「魚生」

■
お
知
ら
せ

　

関
西
学
院
大
学
新
聞
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
頂
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

様
に
３
千
円
分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

〈
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
方
法
〉

　

応
募
は
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／

ｋ
ｇ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
．ｊ
ｐ
／

ｓ
ｕ
ｒ
ｖ
ｅ
ｙ
／
（
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
か
、
官
製

は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
職
業
⑤
面
白
か
っ
た

記
事
の
見
出
し
⑥
今
号
を
読

ん
だ
感
想—

—

を
記
載
し
て

〒
６
６
２
︱

８
５
０
１
（
住

所
不
要
）
関
西
学
院
大
学
新

聞
総
部
ま
で
。
４
月
30
日
締

め
切
り
。
当
選
者
に
は
関
西

学
院
大
学
新
聞
か
ら
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。
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三田屋本店
11:00～15:00
定休日 : 日曜日

レストラン「ポプラ」
ランチタイム :11:00～14:00
ティータイム :14:00～17:00
　　　　 一部 14:30～
ディナータイム :17:00～20:00

神戸屋
平日 :10:00～16:00
土曜日 :11:00～14:30
定休日 : 日・祝日

新学生会館新学生会館

関西学院会館関西学院会館

　
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
食
堂
か
ら
、
一
流
ホ
テ
ル
や
有
名
店
が
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
様
々

あ
り
ま
す
。
今
回
は
価
格
帯
の
高
め
な
ラ
ン
チ
を
紹
介
し
ま
す
。
と
は
い
え
学
内
な
の
で
街
よ
り
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
バ
イ
ト

の
お
給
料
が
入
っ
た
と
き
、
高
級
ホ
テ
ル
の
豪
華
な
雰
囲
気
や
セ
レ
ブ
気
分
が
味
わ
え
る
至
福
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
で
過
ご
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
？
（
難
波
千
聖
、
木
村
航
太
）

至
福
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

㊤㊧レストラン「ポプラ」店内
㊤㊨鉄板ステーキ定食・三田屋本店
㊥㊧SKG定食・三田屋本店
㊥㊨洋食コンビプレート・レストラン「ポプラ」
㊦㊧ティータイムメニュー・レストラン「ポプラ」
㊦㊨豚フィレカツのチーズ焼き・神戸屋

　

「
安
く
て
手
軽
で
ア
ツ
ア
ツ
の

商
品
を
提
供
し
た
い
」
そ
う
語
っ

た
の
は
、
新
学
生
会
館
地
下
１
階

の
一
角
に
あ
る
「
神
戸
屋
レ
ス
ト

ラ
ン 

関
学
店
」
の
店
長
だ
。

　

こ
こ
「
神
戸
屋
レ
ス
ト
ラ
ン
」

で
は
素
材
か
ら
全
て
国
産
に
こ
だ

わ
っ
て
お
り
、
生
産
者
の
顔
の
見

え
な
い
も
の
は
使
用
し
な
い
。

　

な
か
で
も
、
店
長
オ
ス
ス
メ
の

一
品
が
「
豚
フ
ィ
レ
カ
ツ
の
チ
ー

ズ
焼
き
」（
７
２
３
円
）
だ
。
こ
の

商
品
は
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
フ
ィ
レ

カ
ツ
の
上
に
、ク
リ
ー
ミ
ー
な
チ
ー

ズ
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
、
そ

の
う
え
パ
ン
ま
で
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
一
品
だ
。
価
格
も
学
生

向
け
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
食
後
に
は
、
ワ
ン
コ
イ 

ン
で
本
格
的
な
味
が
楽
し
め
る

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
フ
ェ
」（
５
０
０

円
）
が
メ
ニ
ュ
ー
に
名
を
連
ね
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
学
生
・
教
職
員
を
始

め
、
数
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
お
腹
を
満

た
し
て
き
た
。
そ
ん
な
Ｏ
Ｂ
達
が

「
た
だ
い
ま
」
と
言
い
た
く
な
る

よ
う
な
空
間
が
こ
の
店
に
あ
る
。

ア
ツ
ア
ツ
の
食
事
と
優
し
い
ラ
イ

ト
が
織
り
な
す
落
ち
着
い
た
内
装

が
最
高
の
ひ
と
と
き
を
演
出
し
て

く
れ
る
は
ず
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
店（
０
７
９
８・

53
・
８
７
５
０
）。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
ス
テ
ー
キ
が

食
べ
ら
れ
る
。
本
学
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
新
学
生
会
館
１
階
の

ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
三
田
屋

本
店 

―
や
す
ら
ぎ
の
郷
―
」
関
学

店
で
は
、
三
田
屋
本
店
の
味
を
学

生
に
優
し
い
価
格
で
提
供
す
る
。

　

昨
年
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
同
店
は
、
メ

ニ
ュ
ー
や
価
格
を
見
直
し
た
。「
よ

　

宝
塚
ホ
テ
ル
が
運
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ポ
プ
ラ
」
は
本
学
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
関
学
会
館
に

あ
る
。
少
し
贅
沢
な
食
事
を
落
ち

着
い
た
店
内
で
楽
し
め
る
。「
学

生
も
学
外
の
方
も
気
軽
に
利
用
し

て
ほ
し
い
。
ゆ
っ
く
り
食
事
を
楽

し
み
た
い
方
に
お
勧
め
」
と
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
湯
之
上
和
弘
さ
ん

（
47
）
は
話
す
。

　

数
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
お

勧
め
は
「
洋
食
コ
ン
ビ
プ
レ
ー

ト
」（
１
５
２
０
円
）
だ
。
メ
イ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
人
気
の
洋
食
メ

ニ
ュ
ー
４
品
か
ら
２
品
選
ぶ
。
こ

だ
わ
り
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、
エ
ビ
フ

ラ
イ
、
カ
レ
ー
と
カ
ニ
ク
リ
ー
ム

り
低
価
格
で
美
味
し
く
、
三
田
屋

本
店
の
味
を
学
生
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
店
長
の
坂
さ
ん
は
話

す
。

　

一
番
の
お
す
す
め
は
「
鉄
板
ス

テ
ー
キ
定
食
」。
熱
し
た
鉄
板
に
ス

テ
ー
キ
肉
が
生
の
ま
ま
、
玉
ね
ぎ

や
人
参
な
ど
の
野
菜
と
と
も
に
盛

り
付
け
ら
れ
、
ハ
ム
サ
ラ
ダ
と
玉

ね
ぎ
ス
ー
プ
、
ご
飯
で
千
円
。
こ

だ
わ
り
の
肉
は
自
分
好
み
の
焼
き

加
減
で
楽
し
め
る
。
盛
り
合
わ
せ

や
ス
ー
プ
の
玉
ね
ぎ
は
淡
路
島
産

の
も
の
を
使
用
。
丹
波
篠
山
産
の

米
や
サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
三

田
市
に
あ
る
本
店
と
同
じ
も
の
だ
。

　

新
学
期
か
ら
は
新
メ
ニ
ュ
ー

「
Ｓ
Ｋ
Ｇ
定
食
」（
９
０
０
円
）
を

販
売
す
る
。コ
ロ
ッ
ケ
、ハ
ム
カ
ツ
、

か
ら
あ
げ
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
の
一
皿
だ
。
１
日
に
提
供
す

る
数
は
決
ま
っ
て
お
り
、
内
容
も

時
期
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

　

坂
さ
ん
は
「
学
生
生
活
で
一
度

は
来
店
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、

社
会
人
に
な
っ
て
他
の
三
田
屋
本

店
に
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
と
嬉

し
い
」
と
話
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
店（
０
７
９
８・

31
・
２
７
７
７
）。

コ
ロ
ッ
ケ
だ
。
日
替
わ
り
の
ス
ー

プ
、
ラ
イ
ス
、
飲
み
物
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
。
シ
ェ
フ
の
長
門

伸
幸
さ
ん
（
47
）
は
「
温
か
い
一

番
美
味
し
い
状
態
で
お
客
様
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
」
と
こ
だ
わ
り
を
語
る
。

　

同
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
に
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
や
ミ
ル

フ
ィ
ー
ユ
セ
ッ
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
パ
フ
ェ
（
各
７
８
０
円
）
な
ど

も
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本

学
の
学
生
証
の
提
示
で
５
０
０
円

に
な
る
。「
空
コ
マ
な
ど
に
友
達

と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
湯
之
上
さ
ん
。

　

他
に
も
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
で

来
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
の
が
同
レ

ス
ト
ラ
ン
の
特
徴
だ
。「
少
し
贅
沢

を
し
た
い
時
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ

し
い
」
と
湯
之
上
さ
ん
は
語
っ
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
店（
０
７
９
８・

54・１
１
８
８
）。（
価
格
は
全
て
税

込
み
）。

レ
ス
ト
ラ
ン「
ポ
プ
ラ
」

神 

戸 

屋

三
田
屋
本
店

入学おめでとうございます入学おめでとうございます

神戸市営住宅・兵庫県営住宅ほか

〒653－0834
兵庫県神戸市長田区川西通り５丁目107番地の８

電気設備保全工事 畑中電気合同会社

学内贅沢ランチ特集

西宮上ケ原キャンパス 神戸屋・三田屋本店・レストラン「ポプラ」
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新
監
督
に
大
村
和
輝
氏

甲
子
園
ボ
ウ
ル

12
月
15
日
　
　
　

阪
神
甲
子
園
球
場

ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル

1
月
3
日
　

東
京
ド
ー
ム

社
会
人
王
者
に
歯
が
立
た
ず

ア
メ
フ
ト
部

鳥
内
秀
晃
監
督
「
主
役
は
学
生
」

島
内
前
監
督
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
フ
ァ
ン
湧
か
す

島
内
監
督
引
退
「
勝
手
に
や
っ
て
く
れ
作
戦
や
」

スポーツ

　

大
学
日
本
一
を
決
め
る
第
74
回

甲
子
園
ボ
ウ
ル
（
全
日
本
大
学
選

手
権
決
勝
）
は
阪
神
甲
子
園
球
場

で
あ
り
、
西
日
本
代
表
の
関
学
大

が
初
優
勝
を
狙
っ
た
東
日
本
代
表

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
、
甲
子
園
ボ
ウ
ル
を
制
し
た
。

今
季
で
勇
退
す
る
同
部
の
鳥
内
秀

晃
監
督
に
と
っ
て
最
後
の
甲
子
園

ボ
ウ
ル
は
ど
う
映
っ
た
の
か

︱
。

　

こ
の
日
も
「
主
役
は
学
生
」
と

喜
び
を
抑
え
た
監
督
は
、
記
者
に

最
後
の
甲
子
園
ボ
ウ
ル
へ
の
思
い

入
れ
を
問
わ
れ
「
泣
き
そ
う
や
」

と
言
っ
た
も
の
の
、
間
髪
入
れ
ず

に「
う
そ
や
で
。
ほ
ん
と
頼
む
で
」

と
お
ど
け
て
見
せ
る
一
幕
も
。「
甲

　

学
生
代
表
の
関
学
大
は
14
︱
38

で
社
会
人
代
表
の
富
士
通
に
敗
れ

た
。
今
季
で
勇
退
す
る
鳥
内
秀
晃

監
督
に
と
っ
て
最
後
に
指
揮
す
る

試
合
と
な
っ
た
が
、
有
終
の
美
を

飾
れ
な
か
っ
た
。
富
士
通
は
４
年

連
続
５
度
目
の
優
勝
だ
っ
た
。

　

試
合
を
通
し
て
関
学
大
に
は
苦

し
い
展
開
が
続
い
た
。
富
士
通
は

第
１
ク
オ
ー
タ
ー
（
Ｑ
）、
２
つ

の
Ｔ
Ｄ
で
14
点
先
制
す
る
と
、
第

２
Ｑ
で
も
Ｔ
Ｄ
を
決
め
ら
れ
０
︱

21
に
。
Ｒ
Ｂ
三
宅
が
64
ヤ
ー
ド
の

Ｔ
Ｄ
ラ
ン
を
決
め
７
点
返
す
も
、

さ
ら
に
Ｔ
Ｄ
を
許
し
７
︱
28
で
前

早
大
を
38
︱
28
で
下
し
、
２
年
連

続
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

第
１
ク
オ
ー
タ
ー
（
Ｑ
）
に
関

学
大
は
キ
ッ
カ
ー
安
藤
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ゴ
ー
ル
（
Ｆ
Ｇ
）
で
先
制
す

子
園
に
来
ら
れ
な
い
監
督
も
い
る

中
、
何
回
も
来
さ
せ
て
も
ら
っ
て

あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
も

述
べ
た
。	

（
松
岡
樹
）

半
を
折
り
返
し
た
。

　

７
︱
31
で
迎
え
た
第
４
Ｑ
も
Ｔ

Ｄ
を
許
す
が
、
関
学
大
は
試
合
終

了
１
分
を
切
っ
て
か
ら
粘
り
を
見

せ
た
。
Ｑ
Ｂ
奥
野
が
Ｗ
Ｒ
鈴
木
へ

の
Ｔ
Ｄ
パ
ス
を
決
め
７
点
返
す
が

反
撃
及
ば
ず
、
24
点
差
で
の
敗
戦

と
な
っ
た
。

　

関
学
大
を
28
年
間
率
い
た
鳥
内

秀
晃
監
督
に
と
っ
て
最
後
の
指
揮

と
な
っ
た
が
、
勝
利
で
花
道
を
飾

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ミ
ス

や
反
則
の
目
立
つ
関
学
大
の
プ

レ
ー
を
「
防
げ
る
ミ
ス
だ
っ
た
。

徹
底
し
て
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

る
も
、
そ
の
後
は
早
大
と
一
進
一

退
の
攻
防
が
続
い
た
。

　

関
学
大
は
27
︱
28
と
リ
ー
ド
を

許
し
て
迎
え
た
第
４
Ｑ
、
Ｒ
Ｂ
前

田
公
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
（
Ｔ
Ｄ
）

で
逆
転
す
る
と
、
Ｆ
Ｇ
で
も
追
加

点
を
挙
げ
、
10
点
差
で
決
戦
を
制

し
た
。	

（
松
岡
樹
）

が
失
敗
だ
っ
た
」
と
し
「（
指
揮

を
と
る
最
後
の
試
合
と
な
っ
た

が
）
や
り
切
っ
た
感
は
な
い
」
と

振
り
返
っ
た
。

　

甲
子
園
ボ
ウ
ル
に
続
い
て
「
主
役

は
学
生
」
と
強
調
し
た
鳥
内
監
督

は
、
自
身
の
退
任
に
つ
い
て
は
多

く
を
語
ら
な
か
っ
た
。（
松
岡
樹
）

　

今
季
限
り
で
退
任
す
る
体
育
会

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

鳥
内
秀
晃
監
督
（
61
）
が
１
月
８

日
、
本
学
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
で
記
者
会
見
を
開
い
た
。「
正

直
ほ
っ
と
し
て
い
る
」
と
今
の
心

境
を
語
り
、
28
年
間
の
監
督
人
生

を
振
り
返
っ
た
。

　

監
督
生
活
で
辛
か
っ
た
こ
と
を

問
わ
れ
る
と
、
03
年
の
夏
合
宿
中

に
部
員
の
１
人
が
急
死
し
た
こ
と

を
挙
げ
た
。こ
の
事
故
を
受
け「
指

導
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
。
安
全

第
一
、
人
の
命
第
一
」。

　

監
督
と
し
て
の
公
式
戦
で
の
通

　

関
学
大
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
22
日
、
同
大

で
会
見
を
開
き
、
新
監
督
に
大
村

和
輝
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
（
48
）
が
就
任
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。大
村
新
監
督
は「
勝

つ
べ
く
し
て
勝
つ
チ
ー
ム
を
目
指

す
」
と
目
標
を
話
し
た
。

　

２
０
０
９
年
に
同
部
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
就
任
し

て
か
ら
11
年
間
で
チ
ー
ム
を
甲
子

園
ボ
ウ
ル
に
８
回
出
場
、
７
回
学

生
日
本
一
に
導
き
、
卓
越
し
た
戦

術
力
、
指
導
力
で
チ
ー
ム
に
貢
献

し
て
き
た
。
同
部
の
小
野
宏
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
「
大
村
監
督
に
勝
る

指
導
者
は
日
本
に
い
な
い
」
と
実

力
に
太
鼓
判
を
押
し
た
。
大
村
新

監
督
は
「
現
状
認
識
を
改
め
、
勝

率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し

て
逃
げ
ず
に
向
き
合
っ
て
い
け
る

チ
ー
ム
を
目
指
す
」
と
し
た
。

　

学
生
と
関
わ
る
際
に
気
を
付
け

　

鳥
内
秀
晃
前
監
督
（
61
）
の
著

書
「
ど
ん
な
男
に
な
ん
ね
ん
」
の

出
版
イ
ベ
ン
ト
が
１
月
26
日
、
西

宮
市
内
の
書
店
で
あ
っ
た
。
鳥
内

前
監
督
の
軽
や
か
な
ト
ー
ク
に
会

場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　

昨
年
12
月
に
発
売
さ
れ
た
本
書

は
鳥
内
前
監
督
の
教
育
論
を
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
生
島

淳
氏
（
52
）
が
ま
と
め
た
。
午
後

２
時
か
ら
始
ま
っ
た
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
に
は
書
籍
を
購
入
し
た
フ
ァ

ン
ら
約
１
２
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　

鳥
内
前
監
督
は
自
分
で
考
え
る

選
手
を
育
て
る
こ
と
に
つ
い
て
生

島
氏
か
ら
問
わ
れ
る
と
「
問
い
か

け
方
が
大
事
。（
な
ぜ
？
な
ど
の
）

オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
す
れ

ば
い
い
」
と
し
「
日
本
に
は
（
子

供
に
）
考
え
さ
せ
る
習
慣
が
な

い
」
と
子
供
を
持
つ
親
な
ど
に
も

呼
び
か
け
た
。
会
場
の
担
当
者
か

ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
差
し
入

れ
ら
れ
た
際
に
、
生
島
氏
に
青
い

キ
ャ
ッ
プ
の
も
の
が
渡
る
と
「
俺

算
成
績
は
１
９
７
勝
38
敗
３
分

け
。
常
勝
集
団
の
関
学
を
背
負
っ

た
28
年
間
だ
っ
た
。「
負
け
た
年

は
悔
い
が
残
る
。
ラ
イ
ス
ボ
ウ
ル

を
含
め
て
、
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
の
に
、
勝
た
せ
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
悔
い
が
残
る
」。

　

学
生
主
体
を
貫
い
た
監
督
は

「
学
生
自
身
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
大
切
。
納
得
さ
せ
る
た

め
に
は
、
失
敗
も
必
要
。
お
前
ら

勝
手
に
や
っ
て
く
れ
作
戦
や
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。
後
任
の
指
導
陣

に
も
学
生
の
主
体
性
を
大
切
に

し
、
人
間
的
な
成
長
を
促
す
よ
う

て
い
る
こ
と
を
問
わ
れ
る
と
、
大

村
新
監
督
は
「
正
解
を
す
ぐ
に
与

え
な
い
こ
と
、
ダ
メ
な
も
の
は
ダ

メ
だ
と
伝
え
る
こ
と
」と
話
し
た
。

鳥
内
秀
晃
前
監
督
（
61
）
か
ら
は

「
ほ
と
ん
ど
何
も
言
わ
れ
て
い
な

い
」
と
し
つ
つ
、
鳥
内
前
監
督
が

重
視
し
て
い
た
人
間
教
育
も
引
き

続
き
大
切
に
し
て
い
く
と
表
明
し

た
。

　

大
村
新
監
督
は
２
月
１
日
付
で

就
任
し
、学
生
日
本
一
を
目
指
す
。

（
難
波
千
聖
、
松
岡
樹
）

は
青
じ
ゃ
な
き
ゃ
嫌
や
ね
ん
」
と

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
こ
だ
わ
り
を
見

せ
て
ボ
ト
ル
の
交
換
を
求
め
、
会

場
は
ど
っ
と
沸
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問

へ
回
答
し
た
後
、
サ
イ
ン
会
が

あ
っ
た
。
鳥
内
前
監
督
は
本
に
サ

イ
ン
し
、
一
人
一
人
と
写
真
撮
影

に
応
じ
た
。

　

共
著
者
の
生
島
氏
は
イ
ベ
ン
ト

後
「（
関
学
の
）
チ
ー
ム
カ
ラ
ー

を
出
す
こ
と
を
考
え
た
。
全
編
関

西
弁
で
鳥
内
前
監
督
ら
し
さ
が
伝

わ
る
と
思
う
。（
大
学
生
に
は
）

ア
メ
フ
ト
の
本
で
は
な
く
人
生
の

本
と
し
て
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
。

目
次
を
み
る
だ
け
で
鳥
内
前
監
督

の
哲
学
は
わ
か
る
と
思
う
」
と
話

し
、
鳥
内
前
監
督
も
「
ア
メ
フ
ト

の
本
ち
ゃ
う
か
ら
な
。
大
学
の
教

科
書
に
し
た
ら
え
え
ね
ん
」
と
笑

い
を
誘
っ
た
。

　

同
書
は
税
込
み
１
８
７
０
円
で

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
か

ら
。	

（
松
岡
樹
）

期
待
を
寄
せ
た
。

　

今
後
は「
と
り
あ
え
ず
は
休
憩
。

時
間
が
必
要
。
ま
だ
何
も
考
え
て

い
な
い
」
と
話
し
た
。
今
後
も
要

請
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ア
メ
フ
ト
の

魅
力
な
ど
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
い
う
。（
壷
山
千
種
、
松
岡
樹
）

パスを出す関学のQB奥野耕世（右）＝2019年12月15日、阪神甲子園球場

㊤勝利監督インタビューに応じる鳥内秀晃監督
㊦主将のDL寺岡芳樹に促され、記念撮影の輪に入る鳥内秀晃監督（右）
＝いずれも2019年12月15日午後、阪神甲子園球場

就任会見で「勝つべくして勝つチームを目指す」とした大村和輝新監督
＝１月22日午後、西宮上ケ原キャンパス

第2Ｑ、64ヤード独走してタッチダウンを決めたRB三宅昴輝
＝１月３日午後４時11分、東京ドーム

笑顔で28年間の監督生活を振り返る
体育会アメリカンフットボール部の鳥内秀晃監督
＝１月８日午後、西宮上ケ原キャンパスの関西学院会館

関学堂々
２年連続 大学日本一大学日本一大学日本一
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プ
ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

近
本
光
司
外
野
手
に
学
長
賞

㊤村田治学長から学長賞を受け取る近本外
野手（左）
㊦㊧笑顔でトークする近本外野手
㊦㊨時計台前で笑顔を見せる近本外野手
＝いずれも12月12日午後、西宮上ケ原キャ
ンパス

インタビューに応じるプロ野球千葉ロッテの荻野貴司外野手＝１月21日、千葉市のZOZO
マリンスタジアム

　

関
西
学
院
大
の
同
窓
生
と
し

て
輝
か
し
い
功
績
を
収
め
た
人

物
に
贈
ら
れ
る
本
学
の
学
長
賞

に
、
プ
ロ
野
球
阪
神
の
新
人
・
近

本
光
司
外
野
手
（
25
）
が
選
ば

れ
た
。
今
季
、
セ
・
リ
ー
グ
の

新
人
記
録
を
更
新
す
る
１
５
９

安
打
を
放
つ
な
ど
の
活
躍
が
評

価
さ
れ
た
。
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
12
月
12
日
、
授
与
式

と
講
演
会
が
あ
っ
た
。

　

授
与
式
で
近
本
外
野
手
は
「
こ

の
よ
う
な
場
を
設
け
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
、
数
多
く
の
Ｏ

Ｂ
の
中
か
ら
学
長
賞
に
選
出
さ
れ

た
こ
と
は
非
常
に
光
栄
」
と
感
謝

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
在
学
生
や
教
職

員
を
交
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
「
今
シ
ー
ズ
ン
苦
手
な
投

手
は
い
ま
し
た
か
」
や
「
普
段
の

お
休
み
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
」

な
ど
野
球
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ま

で
幅
広
い
質
問
が
飛
ん
だ
。「
奥

様
と
の
馴
れ
初
め
は
」
と
い
う
質

問
に
は
、
頰
を
赤
ら
め
机
に
突
っ

伏
す
一
幕
も
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
後
に

は
学
生
時
代
に
近
本
外
野
手
を
指

導
し
た
関
谷
一
彦
教
授（
法
学
部
）

が
「
近
本
君
は
、
学
生
時
代
か
ら

自
分
を
客
観
視
で
き
て
い
た
。
プ

ロ
に
な
っ
た
今
も
活
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
評
し
た
。

　

近
本
外
野
手
は
「
学
生
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
自
分
が
ど
う
見
ら

れ
て
い
る
の
か
を
再
認
識
し
、
自

分
を
客
観
的
に
見
直
せ
て
、
非
常

に
良
い
機
会
だ
っ
た
。
来
シ
ー
ズ

ン
は
、
２
年
連
続
盗
塁
王
を
目
標

に
チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

学
長
賞
は
同
窓
生
と
し
て
輝
か

し
い
功
績
を
収
め
た
者
に
授
与
し

よ
う
と
創
立
１
３
０
周
年
を
機

に
新
設
さ
れ
、
近
本
外
野
手
は

最
初
の
受
賞
者
と
な
っ
た
。
担
当

者
に
よ
る
と
昨
秋
の
世
界
選
手
権

４
０
０
㍍
リ
レ
ー
銅
メ
ダ
ル
の
多

田
修
平
（
住
友
電
工
）
＝
19
・
法

＝
と
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

毎
年
１
月
に
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で

開
催
す
る
年
次
総
会
「
世
界
ダ
ボ

ス
会
議
」
の
共
同
議
長
で
特
定
非

営
利
活
動
法
人
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」
理
事
長
の
坂

野
晶
さ
ん
（
12
・
総
政
）
へ
の
同

賞
の
授
与
も
決
ま
っ
て
い
る
。

（
木
村
航
太
、
松
岡
樹
）

プロ野球 千葉ロッテ 荻野貴司外野手
「
こ
の
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
優
勝
し
た
い
」

　

プ
ロ
10
年
目
の
昨
季
は
１
２
５

試
合
に
出
場
し
、
自
身
初
と
な
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
、
ベ
ス
ト

ナ
イ
ン
に
も
選
出
さ
れ
た
、
本
学

Ｏ
Ｂ
で
プ
ロ
野
球
ロ
ッ
テ
の
荻
野

貴
司
外
野
手
（
34
）
＝
08
・
法
＝

が
関
西
学
院
大
学
新
聞
の
単
独
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
昨
季
の

活
躍
を
振
り
返
り
「
チ
ー
ム
の
優

勝
に
貢
献
し
た
い
」
と
今
季
の
抱

負
を
語
っ
た
。

　

１
番
打
者
と
し
て
１
２
５
試
合

に
出
場
し
、
打
率
・
本
塁
打
・
打

点
・
盗
塁
は
軒
並
み
キ
ャ
リ
ア
ハ

イ
を
記
録
し
た
荻
野
外
野
手
。「
開

幕
戦
に
は
出
ら
れ
ず
、
最
終
的
に

こ
ん
な
成
績
が
残
せ
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。
運
も
あ
る
と
思

う
」
と
振
り
返
り
、
Ｂ
ク
ラ
ス
で

終
わ
っ
た
チ
ー
ム
成
績
に
つ
い
て

は
「
チ
ー
ム
の
成
績
は
Ａ
ク
ラ
ス

あ
と
一
歩
だ
っ
た
。
勝
た
な
き
ゃ

い
け
な
い
試
合
を
落
と
し
て
い

た
」
と
し
た
。

　

故
障
が
多
く
、
毎
年
チ
ー
ム
を

離
脱
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、
プ
ロ
10
年
目
に
し
て
自

身
初
の
シ
ー
ズ
ン
規
定
打
席
に

達
し
、
大
き
な
故
障
も
な
く
シ
ー

ズ
ン
を
終
え
た
。「
身
体
を
動
か

せ
る
範
囲
が
狭
く
な
る
と
、
怪

我
に
繋
が
る
の
で
、
若
い
時
よ

り
も
身
体
の
使
え
る
範
囲
を
広

げ
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
る
」
と
し
、
若
い
時
と
の
変

化
に
つ
い
て
「
若
い
頃
は
周
り
の

指
導
者
の
言
う
こ
と
を
鵜
呑
み

に
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
て
、
疲
れ
や
故
障
に
つ
な
が
っ

て
い
た
。
今
で
は
自
分
が
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
徐
々
に
わ
か
っ

て
き
た
の
で
、
余
計
な
こ
と
を

し
な
く
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

国
内
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

（
Ｆ
Ａ
）
権
を
行
使
せ
ず
、
ロ
ッ

テ
へ
残
留
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
荻

野
外
野
手
は
「
チ
ー
ム
に
は
お
世

話
に
な
っ
た
。（
ロ
ッ
テ
で
リ
ー

グ
優
勝
を
し
た
こ
と
が
な
い
の

で
）こ
の
チ
ー
ム
で
優
勝
し
た
い
」

と
理
由
を
話
し
た
。

　

体
育
会
硬
式
野
球
部
の
同
期

で
日
本
ハ
ム
の
宮
西
尚
生
投
手

（
34
）
＝
08
・
商
＝
に
つ
い
て
は
、

「
対
戦
す
る
と
き
に
変
な
意
識
を

し
て
し
ま
う
。
苦
手
で
対
戦
は

し
た
く
な
い
」
と
し
「
ボ
ー
ル

は
打
て
そ
う
な
感
じ
が
す
る
の

に
⋮
⋮
。
目
を
合
わ
せ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
い
を
誘
っ

た
。

　

今
季
は
外
野
手
の
最
年
長
選
手

と
し
て
迎
え
る
。「
瞬
発
力
な
ど

に
衰
え
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
」

と
し
つ
つ
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
や

り
方
次
第
で
、
も
う
少
し
出
来
る

の
か
な
と
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

（
ロ
ッ
テ
は
）
今
季
、
戦
力
も
補

強
し
て
い
て
新
し
い
チ
ー
ム
に
な

り
そ
う
な
予
感
が
す
る
。
一
人
一

人
が
結
果
を
出
せ
ば
勝
て
る
チ
ー

ム
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
試
合
に

出
場
し
て
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た

い
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。

（
松
岡
樹
）
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開
発
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
一
で

は
低
い
容
量
を
示
す
物
質
同
士
を

混
ぜ
る
こ
と
で
、
そ
の
物
質
が
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
よ
く
通
す
よ
う

に
な
る
性
質
を
利
用
し
た
も
の

だ
。
現
在
リ
チ
ウ
ム
電
池
に
は
コ

バ
ル
ト
の
よ
う
な
高
価
な
物
質
が

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
で
は

　

田
中
准
教
授
の
研
究
室
で
は
、

錯
体
化
学
と
固
体
材
料
化
学
を
中

心
に
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
同
学

部
や
他
大
学
の
教
授
と
の
共
同
研

究
も
進
め
て
い
る
。
最
近
の
研
究

と
し
て
は
、
２
種
類
の
有
機
物
を

混
ぜ
る
こ
と
に
よ
る
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
特
性
向
上
の
手
法

たなか　だいすけ
2003年　京都大学工学部工学科　卒業
2008年　大学院工学研究科合成・生物化学専攻 

博士後期課程修了・学位取得
2009年　アーヘン工科大学　博士研究員
2010年　大阪大学大学院理学研究科科学専攻　助教
現在　　　関西学院大学理工学部化学科　准教授
　　　　　科学技術振興機構（JST）さきがけ研究者

田 

中  
大 
輔

理
工
学
部

准
　

教
　

授

vol.25.v

だ
。
11
種
類
の
レ
シ
ピ
が
あ
る
の

で
、
来
店
ご
と
に
違
っ
た
ド
リ
ン

ク
を
頼
む
の
も
お
す
す
め
の
楽
し

み
方
だ
。

　

店
長
の
中
山
雅
樹
さ
ん
（
30
）

は
「
来
店
し
て
帰
る
こ
ろ
に
は
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
お
な
か

一
杯
に
な
っ
て
、
満
足
し
て
帰
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
思
い
を
語
っ
た
。
そ
し

て
「
地
域
に
根
付
き
、
学
生
を
は

じ
め
と
し
た
周
辺
の
方
々
が
利
用

し
や
す
い
お
店
を
目
指
し
た
い
で

す
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

　

お
肉
や
チ
ー
ズ
を
手
ご
ろ
な
値

段
で
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
、
学

生
に
も
優
し
い
お
店
だ
。
一
度
足

を
運
ん
で
数
々
の
料
理
を
堪
能
し

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

	

（
石
井
拓
也
）

き
る
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

デ
ィ
ナ
ー
は
「
ト
マ
ト
チ
ー
ズ

フ
ォ
ン
デ
ュ
（
税
抜
５
８
０
円
）」

を
は
じ
め
と
し
た
４
種
類
の
チ
ー

ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
や
「
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
と
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ

の
温
サ
ラ
ダ
（
税
抜
５
８
０
円
）」

な
ど
の
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し

め
る
。
お
す
す
め
は
お
好
み
の

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
と
「
バ
ゲ
ッ

ト
盛
り
」「
野
菜
盛
り
」（
各
税
抜

３
８
０
円
）
の
組
み
合
わ
せ
だ
。

バ
ゲ
ッ
ト
や
野
菜
を
チ
ー
ズ
フ
ォ

ン
デ
ュ
に
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
頬
張

る
と
、
チ
ー
ズ
と
具
材
の
旨
味
が

口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。

　

ま
た
、
ド
リ
ン
ク
バ
ー
（
料
理

と
の
セ
ッ
ト
料
金
税
込
４
８
０

円
）
で
は
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
も
魅
力
の
一
つ

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
阪
急
今

津
線
門
戸
厄
神
駅
か
ら
徒
歩
1

分
に
位
置
す
る
、
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ｈａ
ℓｏ	

～
お
肉

と
チ
ー
ズ
の
お
店
～
」
だ
。
こ
の

お
店
で
は
、
店
名
の
通
り
お
肉
と

チ
ー
ズ
を
中
心
と
し
た
料
理
を
提

供
し
て
い
る
。
本
来
だ
と
値
段
が

高
く
設
定
さ
れ
る
食
材
の
料
理
が

手
ご
ろ
な
値
段
で
楽
し
め
る
の
が

特
徴
で
、
学
生
に
も
優
し
い
お
店

に
な
っ
て
い
る
。

　

ラ
ン
チ
は
「
ジ
ュ
ー
シ
ー
牛

赤
身
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
（
税
抜

９
８
０
円
）」「
熟
成
牛
ハ
ラ
ミ
ス

テ
ー
キ
（
税
抜
９
３
０
円
）」
の

よ
う
な
、
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
と

し
た
肉
料
理
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て

い
る
。
ど
れ
も
お
手
頃
価
格
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
学
生
に

も
お
す
す
め
だ
。
さ
ら
に
、
ラ
ン

チ
メ
ニ
ュ
ー
に
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

食
べ
放
題
の
よ
う
な
他
店
で
は
見

ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
も
無
料
で
つ

い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
た
く
さ

ん
ご
飯
を
食
べ
た
い
人
も
満
足
で

　

本
書
は
こ
う
す
れ
ば
、
賢
い
子

ど
も
に
育
つ
︱
︱
と
い
っ
た
や
り

方
が
書
か
れ
た
ハ
ウ
ツ
ー
本
で
は

な
い
。
30
年
以
上
に
わ
た
り
、「
教

え
て
育
て
る
」
の
で
は
な
い
方
法

で
子
ど
も
と
向
き
合
い
、
子
ど
も

の
行
動
一
つ
一
つ
を
尊
重
し
て
き

た
実
践
の
記
録
だ
。

　

著
者
の
小
川
浅
子
さ
ん
は
、
千

葉
県
船
橋
市
の
「
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
た
ん
ぽ
ぽ
子
供
の
家
」
で
２
歳

半
か
ら
６
歳
ま
で
の
幼
児
に
モ
ン

テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
を
実
践
し
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
の
医
師
マ
リ
ア
・

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
が
確
立
し
た

「
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
」
は
「
子

ど
も
は
自
ら
伸
び
た
い
と
い
う
強

い
願
望
を
持
つ
」
と
い
う
信
念
に

基
づ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
興
味
を

尊
重
し
、
個
々
の
感
性
や
自
主
性

を
育
む
こ
と
を
重
視
す
る
教
育
方

法
だ
。

　

「
大
人
と
子
ど
も
は
違
う
」。

当
た
り
前
な
こ
と
だ
が
、
私
た
ち

は
つ
い
つ
い
大
人
の
価
値
観
に
当

て
は
め
て
子
ど
も
の
リ
ズ
ム
を

無
視
し
て
し
ま
う
。
子
ど
も
の
頃

「
早
く
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

経
験
の
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。
砂
場
で
、
お
風
呂
場
で
、

道
端
で
、「
何
か
」
が
気
に
な
っ

て
集
中
す
る
子
ど
も
。
大
人
と
は

違
う
時
間
軸
で
子
ど
も
は
そ
の
瞬

間
、
自
ら
育
と
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
著
者
は
こ
う
し
た
子
ど
も
の

行
動
を
観
て
、
子
ど
も
が
何
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
か
知
ろ
う
と
し

て
、
子
ど
も
が
育
つ
ヒ
ン
ト
を
得

た
。

　

著
者
は
幼
少
期
に
成
長
発
達
す

る
た
め
に
、
あ
る
こ
と
へ
の
感
受

性
が
敏
感
に
な
る
期
間
で
あ
る

「
敏
感
期
」
を
心
ゆ
く
ま
で
過
ご

せ
た
子
供
は
思
い
や
り
が
あ
り
、

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
よ
う
と
す

る
な
ど
共
通
し
た
特
徴
が
見
ら
れ

る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

棋
士
の
藤
井
聡
太
七
段
や
、
ア

マ
ゾ
ン
創
業
者
の
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ

ス
氏
が
受
け
た
教
育
と
い
う
評
判

か
ら
、
何
か
複
雑
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
、	

「
子
ど
も
と
向
き
合
う
」
と
い
う
、

当
た
り
前
の
よ
う
で
簡
単
で
は
な

い
こ
と
こ
そ
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

教
育
の
本
質
だ
っ
た
の
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　

太
郎
次
郎
エ
デ
ィ
タ
ス
か
ら
。

３
月
下
旬
発
売
。
予
価
１
８
０
０

円
。	

（
松
岡
樹
）

COUPON

濃厚な味わいの「トマトチーズフォンデュ」

脂が食欲をそそる「熟成牛ハラミステーキ」

利
用
で
き
る
物
質
の
選
択
肢
を
増

や
し
、
よ
り
安
価
で
性
能
の
良
い

電
池
発
明
の
可
能
性
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
研
究
で
は
光
を
当

て
る
こ
と
で
水
を
分
解
し
て
水
素

を
発
生
さ
せ
る
、
新
た
な
多
孔
性

物
質
の
開
発
を
行
っ
た
。
結
果
、

本
来
は
合
成
す
る
事
が
難
し
い
硫

黄
化
合
体
を
使
う
こ
と
で
、
光
に

よ
っ
て
水
を
水
素
に
分
解
す
る
性

質
を
持
っ
た
半
導
体
の
物
質
を
開

発
し
た
。
一
方
こ
の
発
明
の
課
題

と
し
て
、
水
か
ら
水
素
へ
の
変
換

効
率
の
低
さ
が
あ
る
た
め
、
ま
だ

実
用
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
問
題
を
解
決
で
き
れ
ば
、
燃

料
電
池
を
は
じ
め
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
に
も
応
用
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。

「
世
界
で
初
め
て
」

味
わ
え
る
研
究
の
魅
力

　

田
中
准
教
授
に
よ
る
と
、
研
究

の
魅
力
は
「
世
界
で
初
め
て
」
の

状
況
が
味
わ
え
る
点
に
あ
る
と
い

う
。「
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い

点
も
多
く
、
努
力
次
第
で
誰
に
対

し
て
も
『
世
界
で
初
め
て
』
に
挑

戦
で
き
る
の
は
研
究
に
お
け
る
魅

力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
田

中
准
教
授
は
語
る
。
ま
た
、
学
生

た
ち
に
向
け
て
「
研
究
を
面
白
い

と
感
じ
る
に
は
、
そ
の
研
究
の
前

提
知
識
を
知
っ
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
同
様
に
そ
の
研

究
の
分
野
に
興
味
が
あ
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
こ
の
二
つ
の
要
素
の

バ
ラ
ン
ス
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と

で
、
初
め
て
研
究
に
面
白
み
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
語
っ

た
。
ま
た
「
必
要
で
あ
る
と
は
い

え
、
知
識
を
蓄
え
る
こ
と
の
み
に

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ

ん
。研
究
を
始
め
る
に
は
ま
ず『
と

り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
』
と
い
う

好
奇
心
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
た
。	

（
石
井
拓
也
）

☆基本情報☆
◦営業時間…9：00～20：00
◦定休日……第２水曜日、第４水曜日
◦座席数……42席
◦住所………西宮市門戸荘7−48
　　　　　　　松本第一ビル１F
◦ＴＥＬ……050−3462−9141

小川　浅子

プロフィール
＜おがわ・あさこ＞
　1947年生まれ。日本モンテッソーリ教育綜合研究所教師
養成センター卒業。86年、モンテッソーリ教育施設「たんぽ
ぽ子供の家」を開園。園長として幼児教育に携わりながら、
モンテッソーリ 教育の研修会講師として全国各地で講演活
動を行っている。
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で
生
き
る
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か

け
は
「
お
じ
さ
ん
」
と
の
出
会
い

だ
っ
た
。
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し

て
働
い
て
い
た
「
お
じ
さ
ん
」
は
、

当
時
高
校
生
で
、
無
類
の
カ
メ
ラ

好
き
だ
っ
た
柴
原
さ
ん
と
出
会

う
。
そ
こ
か
ら
意
気
投
合
し
、
そ

こ
か
ら
柴
原
さ
ん
は
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

♯36．
柴原　誠さん（経・３）

学生カメラマン

︱
「
本
学
を
選
ん
だ
理
由
は
」

　

関
学
を
選
ん
だ
主
な
理
由
の
一

つ
に
は
、
先
輩
と
し
て
関
学
に
通

　

叔
父
の
影
響
で
カ
メ
ラ
を
構
え

は
じ
め
た
柴
原
さ
ん
が
、
そ
の
道

「
一
瞬
は
チ
ャ
ン
ス
だ
」

　

「
お
じ
さ
ん
」
は
柴
原
さ
ん
の

写
真
の
だ
め
な
所
の
み
を
指
摘

し
、
自
分
で
考
え
さ
せ
る
よ
う
に

常
に
仕
向
け
た
。
そ
の
た
め
柴
原

さ
ん
は
自
分
の
撮
っ
た
写
真
の
ど

こ
が
い
け
な
い
の
か
を
、
自
分
で

考
え
学
ぶ
日
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
。

　

し
か
し
、
気
が
つ
く
と
柴
原
さ

ん
は
自
ら
考
え
る
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
た
と
い
う
。「
写
真
と
い

う
の
は
自
分
の
感
性
が
本
当
に
大

切
で
、
正
解
を
他
人
か
ら
与
え
て

し
ま
う
と
一
生
育
た
な
い
」
と
の

ち
に
「
お
じ
さ
ん
」
か
ら
自
分
で

考
え
さ
せ
る
本
当
の
意
図
を
聞
い

て
か
ら
、
柴
原
は
所
属
す
る
団
体

（
卒
業
ア
ル
バ
ム
制
作
委
員
会
）

で
の
後
輩
に
指
導
す
る
際
の
指
針

に
し
て
い
る
そ
う
だ
。

い
う
固
定
観
念
が
あ
り
、
そ
れ
を

覆
す
よ
う
な
新
た
な
関
学
の
一
面

を
学
内
外
問
わ
ず
知
ら
し
め
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

（
木
村
航
太
）

イ
ビ
ン
グ
」
の
活
動
で
す
。
活
動

に
際
し
て
は
、
機
材
の
値
段
も
高

く
、
平
日
は
学
業
と
ア
ル
バ
イ
ト

に
明
け
暮
れ
る
日
々
で
し
た
。
し

か
し
、「
週
末
は
海
で
潜
る
こ
と

が
出
来
る
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ハ
ー
ド
な
日
々
を
乗
り

越
え
る
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
高
校
ま
で
サ
ッ
カ
ー

を
経
験
し
、
大
学
に
入
学
し
た
ら

全
く
違
う
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

う
兄
の
姿
を
見
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
あ
と
キ
ャ

ン
パ
ス
の
持
つ
開
か
れ
た
校
風
と

い
い
ま
す
か
、
関
学
の
そ
う
い
っ

た
雰
囲
気
に
憧
れ
て
、
志
望
し
よ

う
と
決
意
し
ま
し
た
。

︱
「
本
学
に
在
籍
中
、
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
」

　

授
業
で
仲
良
く
な
っ
た
友
人
と

一
緒
に
始
め
た
「
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

考
え
て
い
た
の
で
、
友
人
か
ら
誘

い
を
受
け
た
時
は
、
本
当
に
良
い

機
会
だ
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

海
の
中
は
本
当
に
雄
大
な
世
界

で
、
地
上
で
起
こ
る
こ
と
は
ち
っ

ぽ
け
な
ん
だ
な
と
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
活
動
で
も
あ
り
ま
し
た
。

︱
「
仕
事
に
お
い
て
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
」

　

「
し
た
い
こ
と
」
と
「
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
の
バ
ラ
ン

ス
は
、
本
当
に
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
学
生
な
ら
サ
ー
ク

ル
活
動
や
部
活
動
な
ど
自
分
の

「
し
た
い
こ
と
」
と
、
勉
学
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
「
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
」
の
バ
ラ
ン
ス
は

ど
ち
ら
か
に
傾
き
す
ぎ
る
と
ど
う

し
て
も
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
両
立
で
き
る
バ
ラ

ン
ス
と
い
う
の
は
常
に
意
識
し
て

持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
学
経
済
学
部
を
卒
業

後
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
（
朝
日
放
送
テ

レ
ビ
）
に
て
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
し
て
活
躍
中
の
小
縣
裕
介
さ
ん

（
48
）
が
、
本
紙
の
取
材
に
応
じ
た
。

本
学
で
の
思
い
出
や
印
象
、
そ
し
て

新
入
生
へ
向
け
て
熱
い
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。（
聞
き
手
・
木
村
航
太
）

　

今
回
は
学
生
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

活
動
す
る
柴
原
誠
さ
ん
（
経
・
３
）

に
取
材
を
行
っ
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
を

志
し
た
き
っ
か
け
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

越
し
に
見
る
将
来
の
展
望
を
熱
く

語
っ
た
。

第
23
回

第
23
回

＜おがた・ゆうすけ＞
　1971年生、兵庫県神戸市出身。本学経
済学部を卒業後、1994年にアナウンサー
として朝日放送へ入社。現在はスポーツ
中継の実況などを担当。主な出演として

「全国高校野球選手権大会中継」「ABCフ
レッシュアップベースボール」など多数。

朝日放送㈱ ゼネラル
アナウンサー

小縣裕介 さん（48）

　

「
一
瞬
は
チ
ャ
ン
ス
だ
」
柴
原

さ
ん
が
座
右
の
銘
に
し
て
い
る
言

葉
で
、
カ
メ
ラ
を
構
え
る
際
に
は

い
つ
も
思
い
出
し
て
い
る
。「
こ

の
言
葉
は
日
常
に
も
当
て
は
ま
る

こ
と
で
、
例
え
ば
、
大
学
で
の

『
一
瞬
』
と
い
う
の
は
、
大
学
内

で
の
出
会
い
や
た
ま
た
ま
発
さ
れ

た
何
気
な
い
一
言
が
自
分
の
運
命

を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
の
こ
と

で
、
そ
の
一
瞬
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
」
と
柴
原
さ
ん
は
話
し
た
。

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞

い
た
。
柴
原
さ
ん
は
「
誰
も
知
ら

な
い
関
学
が
撮
り
た
い
。
と
い
う

の
も
、
関
学
と
い
え
ば
時
計
台
と

︱
「
将
来
に
か
け
て
の
展
望
や

意
気
込
み
は
」

　

あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
に
貪
欲
に

な
っ
て
い
き
つ
つ
、
ま
だ
ま
だ
老

け
こ
む
訳
に
は
い
か
な
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
分
の
可
能
性
と

い
う
も
の
は
、
や
は
り
経
験
し
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
考

え
方
は
若
手
時
代
か
ら
変
わ
っ
て

な
く
て
「
他
の
選
択
肢
を
辿
っ
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
見
え
て
き
た
も

「網の目を広く張る」
自分の可能性を大切に

本
学
イ
ベ
ン
ト
に
て
司
会
を
務
め
た
小
縣
氏
＝
２
０
１
９
年
12
月

の
」が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
い
っ
た
一
期
一
会
の
発
見
を

噛
み
締
め
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

︱
「
最
後
に
、
こ
の
春
か
ら
関

学
生
に
な
る
新
入
生
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
」

　

「
自
分
の
網
を
広
く
持
っ
て
、

苦
手
を
食
わ
ず
嫌
い
の
ま
ま
に
し

な
い
で
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
と

い
う
の
も
、
こ
の
４
年
間
と
い
う

の
は
「
自
分
の
苦
手
だ
と
思
っ
て

い
た
も
の
は
、
実
は
食
わ
ず
嫌
い

し
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
か
」
と

気
付
け
る
ぐ
ら
い
網
の
目
を
広
く

持
っ
て
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で

き
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
勉
学

と
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
４

年
間
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。大学院前に広がる桜＝柴原誠さん撮影

中央芝生で撮影する柴原誠さん
＝2018年６月、関西学院広報室提供
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ブラウス（ポロ・ラルフ・ローレン）
スカート（ルイ・ヴィトン）   　　　

コート、ボトムス（ユナイテッド・トウキョウ）
ニット（アーバンリサーチ）   　　　　　　　　

今
季
ト
レ
ン
ド
は

　

20
年
春
夏
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
や

長
く
使
用
で
き
る
も
の
な
ど
、
地
球
環

境
を
考
え
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
ト
レ
ン

ド
と
な
る
。

　

近
頃
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
い
う
言
葉

が
世
間
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
と
は
「
持
続
可
能
」
と
い
う

意
味
。
類
似
語
と
し
て
エ
コ
と
言
っ
て

も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
地
球
に
及
ぼ

す
影
響
を
問
わ
れ
て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
産
業
に
と
っ
て
は
、
避
け
て
は
通
れ

な
い
言
葉
だ
。

無
視
で
き
な
い
現
実

　

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行

の
影
響
も
あ
り
、
衣
類
の
年
間
消
費

量
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に

比
例
し
て
、
一
人
当
た
り
の
洋
服
の

廃
棄
量
も
増
え
て
い
る
。
20
年
前
に

比
べ
、
約
２
倍
の
洋
服
が
廃
棄
さ
れ

て
い
る
の
も
事
実
だ
。
廃
棄
物
の
量

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
衣
服
を
作

る
過
程
で
発
生
す
る
汚
染
水
や
温

室
効
果
ガ
ス
、
衣
服
に
毛
や
皮
を

使
う
た
め
に
動
物
を
大
量
に
処
分

す
る
こ
と
な
ど
も
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
廃
棄
す
る
ナ
イ

ロ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
最
先
端

技
術
で
再
生
し
た
生
地
や
、
天
然

皮
革
、
羽
毛
を
使
用
し
な
い
ア
ニ

マ
ル
フ
リ
ー
と
い
わ
れ
る
製
品
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

パ
タ
ゴ
ニ
ア
、
リ
ー
バ
イ
ス
な
ど

の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
、

エ
ル
メ
ス
、
グ
ッ
チ
な
ど
の
高
級

ブ
ラ
ン
ド
ま
で
、
様
々
な
ブ
ラ
ン

ド
が
積
極
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

本
学
出
身
の
大
迫
真
一
さ
ん
が
代

表
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会
社
ス
タ

ン
レ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
ア

パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
）
で
部
長
を
務
め

る
中
弘
一
さ
ん
（
42
）
は
「
温
暖
化

や
石
油
問
題
、
海
洋
汚
染
、
大
量
の

ゴ
ミ
廃
棄
問
題
な
ど
、
我
々
が
無
視

で
き
な
い
現
実
を
改
善
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
で
も
出
て
い
る
。
一
過
性
の
ト

レ
ン
ド
で
は
な
く
、
本
来
の
語
彙

で
あ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可

能
）
に
な
れ
ば
と
願
う
」
と
話
し

た
。
同
社
が
取
り
扱
う
メ
イ
や
マ

ウ
ン
テ
ン
ス
ミ
ス
、
セ
イ
ブ
ザ

ダ
ッ
ク
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
も
ま

た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
意
識
し
た

ブ
ラ
ン
ド
だ
。

新
た
な
可
能
性

　

ま
た
、
若
い
世
代
を
中
心
に
人

気
を
集
め
て
い
る
フ
リ
マ
ア
プ
リ

に
よ
っ
て
、
使
わ
な
く
な
っ
た
物

を
捨
て
な
い
で
譲
る
（
売
る
）
と

い
う
行
動
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。

洋
服
も
同
様
に
、捨
て
な
い
で
（
売

る
）
と
い
う
か
た
ち
で
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
流
れ
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
活
動
と
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

　

店
頭
で
買
っ
て
捨
て
る
時
代
は

も
う
終
わ
っ
た
。
地
球
環
境
の
た

め
に
も
、
よ
り
良
い
形
を
模
索
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
壷
山
千
種
）

一過性のサステナブルでは駄目

「リーズナブルを上手に組み込む」学
生
に
は
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
が
圧
倒
的
人
気

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
金
を
か
け

る
こ
と
が
お
洒
落
で
は
な
い
。

　

Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
は
、
若
者
に
圧
倒
的

に
指
示
さ
れ
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
フ
ァ
ス

ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
優
れ
た
商
品

を
手
頃
な
価
格
で
販
売
す
る
。
多

く
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
の
中
で
も
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
が
支

持
さ
れ
る
理
由
は
、
高
級
感
と
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
に
あ
る
。
Ｚ
Ａ

Ｒ
Ａ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
拠
点
に

世
界
中
で
１
シ
ー
ズ
ン
に
３
万
以

上
の
モ
デ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。

２
週
間
単
位
で
新
商
品
が
投
入
さ

れ
、
店
頭
に
は
常
に
新
し
い
商
品

が
並
ぶ
。
個
性
的
か
つ
最
新
の
デ

ザ
イ
ン
は
高
級
感
を
放
つ
。
フ
ァ

ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
価
格
帯
と

は
思
え
な
い
商
品
を
提
供
す
る
の

が
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
魅
力
だ
。

　

ま
た
、
ト
レ
ン
ド
に
左
右
さ
れ

に
く
い
バ
ッ
ク
や
靴
な
ど
は
、
少

し
高
価
な
も
の
で
ア
ク
セ
ン
ト
を

つ
け
る
の
も
お
す
す
め
。
上
品
さ

が
加
わ
り
、
自
然
と
華
や
か
な
雰

囲
気
に
な
る
だ
ろ
う
。（壷

山
千
種
）

▲ハンドバッグ（フェンディ）
◀︎ブーツ（ドクターマーチン）

2020年春夏、捨てる時代はもう終わり

ブラウス、ボトムス（ZARA） ボトムス（ZARA）




